
栃木県景観アドバイザープロフィール 

御氏名 岡田 一天（おかだ かずたか） 

現職名等 
株式会社プランニングネットワーク 顧問 

法政大学 かわ・まち計画研究所 大学院 特任研究員 

アドバイスできること  

 ○景観・まちづくり全般 

 ○公共事業の景観計画、景観設計 

経歴・活動実績・資格等  

（経歴） 

1978.3 東京工業大学工学部（社会工学科）卒業 

 1980.3 東京工業大学大学院理工学研究科（社会工学専攻）修了 

 1980.4 株式会社アイ・エヌ・エー新土木研究所入社 

 1989.10 株式会社プランニングネットワーク設立 

（活動実績） 

・印旛村景観計画、印旛村都市マスタープラン計画 

 ・青梅市景観形成計画 

（景観形成基本方針、風景条例、青梅駅周辺地区景観形成基本計画） 

 ・桑折町地域づくり計画 

 ・徳島市景観計画 

 ・多摩川（兵庫島地区）景観計画・景観設計 

 ・津和野川景観設計 

 ・旧北上川分流施設（脇谷水閘門、鴇波水門）景観設計 

 ・中筋川ダム景観設計 

 ・旧北上川河口かわまちづくり 

（資格等） 

技術士（建設部門） 

ホームページ・著書等  

（著書等） 

景観用語事典（共著、彰国社） 

 都市の水辺をデザインする（共著、彰国社） 

 ダム空間をトータルにデザインする（共著、山海堂）  

 都市を編集する川（共著、渓水社）     ほか 



 

私の景観への「思い」、「好きな景観」など 

 

 景観は、まち、地域に対する住んでいる人の思いの現れです。決して特別

なものではなく、「自分たちのまちをどうしたいのか」「どんなまちに住みた

いのか」ということが、地域の景観として現れてくるのです。 

とは言っても、「どんなまちにしたいのか」はそんなに簡単な問題ではあり

ません。そんなきっかけの一つとして、どんなまちにもある、身近な水辺の

景観を考えてみることが有効だと考えています。水辺は子供から大人まで、

またこれらの人が一緒になって、快適な水辺空間のあり方を考え、その整備

や利活用を考えることができる素材です。そして、快適な水辺空間の出現は、

自分たちのまちを見直すよいきっかけになります。 


